
かりや市議会だより 第109号 (2)平成23年 5 月 1 日

　
質
問
・
質
疑
で

は
、
市
長
に
そ
の

方
針
を
問
い
た
だ

し
ま
し
た
。 

〔
主
な
質
疑
〕 

　
予
算
編
成
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
、

刈
谷
市
の
緑
化
推

進
事
業
に
つ
い
て
、

各
部
の
重
点
課
題

と
そ
の
設
定
根
拠

に
つ
い
て
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
子
育

て
支
援
策
に
つ
い
て
、
美
術
館
運
営

に
つ
い
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て 

  

　
質
問
・
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。 

　
22
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
の
審

査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一

般
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
に
反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
23
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
討
論
で
は
、
亀
城
公
園
等
整
備
基

金
積
立
金
が
５
億
円
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
正
職
員
の
削
減
と
臨
時
職

員
の
増
強
の
人
件
費
予
算
で
あ
る
こ

と
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
近
隣
市
に
比

べ
劣
っ
て
い
る
こ
と
、
保
育
園
新
設

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
に
反
対
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】 

■
企
画
総
務 

　
行
政
評
価
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

旧
庁
舎
取
壊
し
後
の
駐
車
場
整
備
に

つ
い
て
、
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

■
福
祉
経
済 

　
障
害
者
支
援
施
設
の
駐
車
場
に
つ

い
て
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
事
業
の
目
的
等
に
つ
い
て
、
在

宅
ね
た
き
り
老
人
等
見
舞
金
給
付
事

業
の
対
象
世
帯
と
民
生
委
員
の
関
わ

り
に
つ
い
て 

■
建
設
水
道 

　
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
設

置
す
る
大
型
有
料
遊
具
に
つ
い
て
、

大
型
有
料
遊
具
設
置
に
よ
る
利
用
者

に
向
け
て
の
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
、

国
道
23
号
高
架
下
駐
車
場
の
利
用
料

金
に
つ
い
て 

■
文
教 

　
肢
体
不
自
由
児
童
・
生
徒
を
対
象

と
し
た
特
別
支
援
学
校
の
設
立
に
つ

い
て
、
小
中
学
校
の
大
規
模
改
造
計

画
に
つ
い
て
、
体
育
振
興
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て 

　
平
成
23
年
度
予
算
は
、
本
会
議
で
の
質
問
・
質
疑
に
続
き
、

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経
て
、
各
分

科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
部
の
予
算
に
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

本
会
議
で
の
質
疑 

分
科
会
・
委
員
会
で
の
審
査 

しんらいを笑顔につなげるげんき応援予算 
総額745億5,400万円を可決 

－予算審査特別委員会のあらまし－ 

特別会計と企業会計のあらまし 
　本市には一般会計のほか、特別会計が８会計と企業会計が１会計あります。
予算総額のうち、特別会計は223億9,200万円で、30.0％、企業会計は41億
5,200万円で5.6％を占めています。 
　特別会計は、自治体が特定の事業を行う場合などに、一般会計から分離
して経理を行うものです。 
　企業会計とは、株式会社等の民間企業と同様の会計方式により、経理を
行います。 
　特に、水道事業の運営は、「地方公営企業」の一つであり、公営という
面と企業という面を持っているため、一般会計、特別会計とは別に、収支
を計上します。 
 
 
土地区画整理事業……公共施設の整備改善と土地の利用増進を図り、健全
　　　　　　　　 　　な市街地の造成を目的としています。 
〈半城土高須地区〉施行面積　23.6覿 
　　主な事業：換地計画認可申請書等作成委託、道路補修工事 
〈小垣江駅東部地区〉施行面積　81.7覿 
　　主な事業：建物等調査委託、道路築造工事（400襷）、物件移転（1件）ほか 
〈野田北部地区〉施行面積　4.4覿 
　　主な事業：画地確定測量委託、整地工事（1,250平方襷）、物件移転（２件） 
　　　　　　　ほか 

下 水 道 事 業……家庭等の生活排水を適切に排除し、快適な生活環境を
確保するとともに、川や海の水質を保全し、自然環境
を守ります。また、雨水を速やかに排除し、浸水被害
から住民の安全を確保します。 

国民健康保険……相互扶助の精神にのっとり、保険加入者の医療費の負
担や、出産、葬祭に関わる費用を支給します。 

後期高齢者医療……老後における健康の保持と医療の確保を図り、世代間
の負担を明確化することで、高齢者の福祉を増進しま
す。 

介　護　保　険……介護が必要になっても住み慣れた地域や自宅で、でき
るだけ自立した生活を送ることができるよう、介護サ
ービスの体制を整えます。 

　　　　　　　　　要介護・要支援認定者が介護サービスを利用した際に
費用の９割分を保険から給付します。また、要介護・
要支援状態になるおそれの高い方に、予防事業を実施
します。 

 
 
水　道　事　業……安全で良質な水道水を常時安心して使用できるよう万

全の体制を整えます。 
　　　　　　　　　給水戸数59,393戸、年間総給水量17,676,000立方襷、1

日の平均給水量48,400立方襷 

特別会計 

企業会計 

23年度予算の総額 
会計名 本年度 前年度比較 伸び率 

予算総額 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

半城土高須 
土地区画整理事業会計 
小垣江駅東部 
土地区画整理事業会計 
野田北部 
土地区画整理事業会計 

下水道事業会計 

国民健康保険会計 

後期高齢者医療会計 

介護保険会計 

老人保健会計 

水道事業会計 

▲28億6,400万円 

▲36億2,000万円 

11億   700万円 

2,900万円 

3,800万円 

2,700万円 

6,400万円 

6億400万円 

2,600万円 

3億2,400万円 

▲         600万円 

▲3億5,200万円 

▲3億5,200万円 

745億5,400万円 

480億1,000万円 

223億9,200万円 

1億1,900万円 

3億3,400万円 

1億2,800万円 

44億5,900万円 

106億5,000万円 

11億6,600万円 

55億3,700万円 

0万円 

41億5,200万円 

41億5,200万円 

▲3.7％ 

▲7.0％ 

5.2％ 

32.7％ 

12.8％ 

27.5％ 

1.5％ 

6.0％ 

2.3％ 

6.2％ 

－ 

▲7.8％ 

▲7.8％ 

〈地方譲与税他の内訳〉利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動 
　　　　　　　　　　　車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金 
〈分担金、負担金他の内訳〉使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金 
〈農林水産業他の内訳〉労働費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費 
（注）それぞれの数字は四捨五入しているので、総額や割合と一致していない場合があります。 

社会福祉に 
164億6,900万円 
34.3％（13.5％↑） 

教育教育・生涯学生涯学習に 
80億1,600万円万円 
16.7％（7.4％↑） 

保健保健・衛生衛生に 
49億9,900万円万円 
10.4％（21.6％↓） 

借金借金の返済返済に 
26億3,700万円万円 
5.5％（4.4％↓） 

教育・生涯学習に 
80億1,600万円 
16.7％（7.4％↑） 

保健・衛生に 
49億9,900万円 
10.4％（21.6％↓） 

借金の返済に 
26億3,700万円 
5.5％（4.4％↓） 

農林水産業など 
20億5,500万円 
4.3％（6.0％↓） 

住民税など 
298億7,000万円 
62.2％（6.1％↑） 

国・県からの支出金 
80億0,000万円万円 
16.7％（14.9％↑） 

分担金分担金、負担金担金など 
36億4,100万円万円 
7.6％（62.5％↓） 

国・県からの支出金 
80億0,000万円 
16.7％（14.9％↑） 

分担金、負担金など 
36億4,100万円 
7.6％（62.5％↓） 

地方譲与税など 
27億1,200万円 
5.6％（2.9％↓） 

給食費などの諸収入 
19億2,100万円 
4.0％（6.5％↓） 市債（借金） 

18億6,500万円 
3.9％（5.3％↓） 

消防・防災に 
14億1,900万円 
3.0％（3.7％↓） 

議会運営に 
5億200万円 
1.0％（28.7％↑） 

歳　出 
480億1,000万円 

歳　入 
480億1,000万円 

一 般 会 計 の 内 訳  （ ）内は対前年度比 

広報広報・住民登録住民登録に 
50億3,700万円万円 
10.5％（48.8％↓） 

広報・住民登録に 
50億3,700万円 
10.5％（48.8％↓） 

道路建設、災害対策など 
68億7,600万円万円 
14.3％（3.7％↑） 

道路建設、災害対策など 
68億7,600万円 
14.3％（3.7％↑） 

施政方針演説を行う市長 



平成23年 5 月 1 日かりや市議会だより第109号(3)

教育行政方針（要旨） 太 田 武 司 教育長 

学校教育の充実 

生きがいをもつ生涯学習都市づくり 

平成23年度施政方針に見る主な事業 
竹 中 良 則　市長 竹 中 良 則　市長 

　市民の皆様が“元気で幸せ”を実感できるまちづくりの実現に向けて、市民
生活の維持向上に重点を置き、効率的で効果的な行財政運営を進めます。 

暮らしの安心と安全を確保し、市民の皆様が
不安なく日常生活を送ることができるよう、
各種施策を積極的に推進します。 

・住吉、平成、富士松南の各小学校の敷地内に児童クラブを整備 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    2億1,400万円 
・旧保健センターに障害者支援施設を整備　　     1億5,600万円 
・木造住宅の耐震改修費の補助額を100万円に引き上げ、耐震工
事を促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　    6,800万円 
・井ケ谷、今岡、熊、一里山、西部の各市民館にエレベーターを設置 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    1億5,100万円 

快適で住みやすく魅力ある生活を送ることが
できるよう、都市機能や生活機能の整備を進
めます。 

・1日2組の葬送行事を可能とするため、青山斎園を改修 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   4,400万円 
・神明町交差点に右折帯を設置し、スクランブル交差点に改良 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2,800万円 
・刈谷駅南北連絡通路の北端にエスカレーターを設置 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 2億1,000万円 
・岩ケ池公園の有料遊具ゾーンに大型遊具１基を設置 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     7,600万円 
・城址公園的な桜の名所として亀城公園を再整備　    5,000万円 

市民から信頼される行政を目指します。 

・行政評価委員会を設置するなど、外部評価を実施　　   390万円 
・定住自立圏の中心市として知立市、高浜市、東浦町と連携し、圏域
全体の利便性の向上や魅力の創出を図るため、定住自立圏共生
ビジョンを策定　　　　　　　　　　　　　　　 　250万円 

歴史や文化、自然にふれ、郷土の財産を大切
にするとともに、文化やスポーツに親しむ生
涯学習などの推進に努めます。 

・星空や宇宙への夢を育くむため、小惑星探査機「はやぶさ」の帰
還カプセル等を展示（23～24年） 　　　　　　　　　 950万円 
・旧茶屋川内に、せせらぎ・置石・植栽・休憩施設を配した河川環境
を整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  4,000万円 
・グリーングラウンド刈谷の人工芝サッカーコートに屋外照明施設
などを整備　　　　　　　　　　　　　　　    　6,500万円 

活気と希望を持って健康で元気に生活を送る
ことができるよう、健康づくりや生きがい支援、
産業の振興、教育環境の充実を図ります。 

・刈谷市総合健康センター3階のげんきプラザにおいて、安全で効
果的な運動処方の提供や運動を実践　　　　　　　 2,500万円 
・認定農業者が自らの経営改善等に必要な農業用機械の導入及び
農業用施設の整備の一部を補助　　　　　     　　　  200万円 
・総合運動公園から日高公園までの逢妻川沿いにサイクリングロ
ードを整備　　　　　　　　　　　　　　　 　　　2,900万円 
・離職者に就業機会を提供するため、既存事業及び新規事業にお
いて離職者を臨時的、一時的に雇用　 　　　　  1億7,900万円 
・刈谷豊田総合病院が行うＩＣＵの増床、救急医療機器の整備などに
対し助成　　　　　　　　　　　　　  　　3億3,200万円 

・日本語がうまく話せない、外国にルーツを持つ子どもたちの
ために、生活習慣や言語を学べるプレスクールを充実 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,230万円 
・中学校の部活動活性化のため、外部指導者を増員し、地域や地
元企業と連携　　　　　　　　    　　　　 　　360万円 
・老朽化した衣浦小学校及び刈谷南中学校の校舎を改修　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　       　5億1,800万円 
・飲用牛乳のアレルギー対応を実施して、安全な給食を提供　
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　40万円 

・歴史・考古・民俗などの資料を収集し、文化的遺産の散逸を防
ぐため歴史博物館を建設　　　　　　　　 　  　6,000万円 
・「魅惑のモダニスト、蕗谷虹児展」と「安野光雅の絵本展」を開
催　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　3,700万円 
・フェライトの父加藤与五郎 
  を紹介するDVDを作成 
　　　　　　　 　600万円 
・第3回森三郎童話賞の表彰、 
  及び森三郎生誕100年を記 
  念した資料を展示 
　　　　　　　　　750万円 

　学校教育に期待されている、子どもたちの「生きる力」
を育むとともに、生涯学習の推進をはじめ、芸術文化、
スポーツの普及、振興など各種事業の開催や市民活
動への支援を図ります。 

蕗谷虹児展を開催 

『
薔
薇
と
少
女
』１
９
６
８
年 
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